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高齢化とペットの問題
1. はじめに

日本は高齢化が進み、65歳以上の方が増えています。そんな中で、ペットは多くのお年寄りにとって心の支えになっています。一方で、年齢を重ねるにつれて「最後までペットと一緒に暮らせるか」という不安や、社会的な問題も生まれています。


2. 高齢者にとってのペットの存在

心の安らぎ：話し相手や寄り添ってくれる存在として、孤独感を和らげてくれる。

生活のリズム：散歩や食事の世話を通じて、毎日の生活に張り合いが出る。

健康への効果：癒しや安心感が、心身の健康維持につながると言われている。

3. 生じている問題
しかし、年齢を重ねることで次のような問題が出てきます。
①飼い続けられない不安：病気や入院、施設入居、あるいは万が一の時にペットがどうなるか。

②体力・健康の問題：犬の散歩や猫の世話がだんだん難しくなる。

③経済的な負担：年金生活では、医療費やごはん代が重く感じられることもある。

4. 取り組みと解決への工夫
最近では、こうした不安を減らすための取り組みも広がっています。

ペット信託や後見制度：飼い主に万が一があった時のために、ペットを守る仕組み。

地域やボランティアの協力：散歩代行や一時的な預かりサービス。

ペットと暮らせる高齢者住宅：安心して一緒に暮らせる住まいの選択肢。

保護団体の支援：新しい飼い主を探す活動や一時保護。

5. おわりに

ペットは高齢者にとって、ただの動物ではなく「家族」であり「生きがい」です。だからこそ、「もしもの時にどうするか」を考えることが大切です。

これからの社会には、高齢者が安心してペットと暮らせる仕組みづくりと、ペット自身が幸せに生きられる環境づくりの両方が求められています。

ペットの寿命は年々伸び、犬や猫は15年以上生きるこ とも珍しくありません。 万が自分が病気などになってしまって、飼い続ける ことができなくなった時にどうするか、そんな事も考えて、対策をとっておくことがシルバー 世代のペットへの責任です。
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令和７年秋号








〒890-0008


鹿児島県鹿児島市


伊敷1丁目4番25号


TEL 090－8760－2092

















鹿児島中央ロータリークラブ提唱


RCC：ロータリー地域社会共同隊　


http://www.dog-cat-kagoshima.org/











会費・寄付金の振込先


・鹿児島銀行　本店　普通預金


口座番号 2362041


 特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・ゆうちょ銀行　


店番：788　店名：七八八（ﾅﾅﾊﾁﾊﾁ）


普通預金　口座番号0024674


特定非営利活動法人犬猫と共生


できる社会をめざす会鹿児島


・会費：1口3000円から（何口でも可）











飼い主探しの会


7月トライアル決定数


　成猫 2匹・子猫 1匹


 8月トライアル決定数


　成猫1匹


 9月トライアル決定数


　成猫1匹


          


譲渡数合計　�　　　犬 ：   883匹


猫 ： 4,480匹�合計 ： 5,363匹　


※会で行った不妊手術数�　 ２５，８００匹�

















子猫1匹・成猫2匹�これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹





これまでの譲渡数合計


犬：８７２匹


猫：３，８７２匹�計：４，７４４匹








ご支援をお願いします。


賛助会員会費・寄付について・・・


当会では、不幸な犬猫を救う為に日々活動しておりますが、まだまだ地域社会の理解は十分ではありません。�　運営・活動資金も不足しております。私達の活動をご理解頂き、ご支援くださいますよう心からお願いいたします。寄付金をお振込みいただいた方は、差し支えなければお礼状を送らせていただきますので、当会までご連絡ください。











